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１ 前回会議（令和５年３⽉２⽇）の振り返り

次の事項について協議し、ご意⾒をいただいた。
なお、国から指針等が⽰される前ということもあり、⾮公開にて協議を⾏った。
〇 現⾏の第７次保健医療計画における進捗評価の概要について
〇 第８次保健医療計画の⾻⼦案（仮組み）について

＜主なご意⾒＞
〇 目標値の設定について、その根拠がどうなのか。
〇 在宅医療の推進に当たっては、⼊院を受け⼊れる医療機関の確保に加え、
⾼齢者施設における医療提供についても考えることが必要ではないか。
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２ 国の指針について
令和５年５⽉12⽇

社会保障審議会医療部会資料２
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２ 国の指針について
令和５年５⽉12⽇

社会保障審議会医療部会資料２
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３ 第８次保健医療計画の策定に向けた基本的な考え方について

＜全般的な事項＞
〇 第７次保健医療計画の基本的な理念、考え⽅を踏襲する。
〇 医療法の改正に伴い、第８次保健医療計画から事業として位置付けら
れる「新興感染症発⽣・まん延時における医療」を新たに項目として追
加する。

〇 令和６年４⽉から施⾏される「医師の働き⽅改⾰」を踏まえ、医療従
事者の確保に向けた取組みの⽅向性や数値目標等を整理する。

〇 同時期に改定を迎える関連計画について、計画策定作業の段階から連
携し、内容の整合性を図っていく。
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３ 第８次保健医療計画の策定に向けた基本的な考え方について
＜保健医療圏・基準病床数・地域医療構想＞
〇 保健医療圏については、現⾏のままとする。
〇 療養及び⼀般病床の基準病床数については、第７次保健医療計画策定時
と同様、法令に定める算定式に基づき算定し、地域での協議を踏まえなが
ら、全ての⼆次保健医療圏で⾒直す。

〇 地域医療構想については、国が2025（令和７）年度に都道府県において
新たな構想を策定するとのスケジュールを⽰したことを踏まえ、2025年ま
では現⾏の地域医療構想に基づく取組みを進める。

＜医師の確保に関する事項（医師確保計画）＞
〇 国のガイドラインを踏まえ、内容を検討する。



7

４ 第８次保健医療計画の⾻⼦案について

〇 ⾻⼦案策定の考え方
現⾏の第７次保健医療計画の構成を基本とし、⾻⼦案を整理する。

〇 医療ＤＸの推進
医師の働き⽅改⾰や⽣産年齢⼈⼝の減少により、今後は限られた医療資源を効率的・効果
的に活⽤していく必要があることから、新型コロナウイルス感染症対策でも神奈川モデル
として成果を上げた「ＩＣＴ、デジタル技術の活⽤」を推進していくこととし、「医療Ｄ
Ｘの推進」を、新たな項目として追加する。

〇 ロジックモデルツールの活用
第８次保健医療計画から、疾病・事業、在宅医療の分野で新たに「ロジックモデル」ツー
ルを活⽤し、施策・指標の検討、計画の進⾏管理を⾏うこととし、必要事項を盛り込む。

〇 その他
県⽴保健福祉⼤学ヘルスイノベーション研究科（ＳＨＩ）の開設に伴う、項目名称の変更
を⾏う。
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６ ご意⾒を伺いたい事項

〇 今回の会議では、
第８次保健医療計画策定に向けた基本的な考え方のほか、
⾻⼦案や医療圏について⼀定の整理を⾏いたい。

〇 ついては、第８次保健医療計画策定に向けた基本的な考え方
（⾻⼦案、医療圏の設定含む）について、ご意⾒を伺いたい。
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説明は以上です。


